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Ｉ緒言

近年，人々の健康に対する関心は大きな高まりをみ

せている．各種メディアは健康関連番組や健康関連記

事を提供し，多くの人が健康に対して興味・関心を呼

び起こされる状況をつくり出している．また，健康関

連用品,健康関連食品等の購入を勧めるメッセージは，

人々に，絶え間なく押し寄せている．

このような，いわば健康ブームの中，一般の人々の

健康を求めての活動も広がりをみせている．運動・ス

ポーツの実施について，内閣府の「体力・スポーツに

関する世論調査」”をみると，この１年間に運動やス

ポーツを行ったとする者の割合は68.2％に達してい

る．そして，その実施種目はウオーキングが１位，体

操が２位を占め，人々の健康志向を示す結果となって

いる．また，経済産業省の「平成14年特定サービス産

業実態調査」’)によれば，フィットネスクラブの個人

会員数は，329万人を数え，平成１０年から平成１４年の

間に13.3％の増加を示している．このように人々の健

康志向は社会の中で大きな潮流となっている．

フィットネスクラブは東京オリンピック後に設立さ

れたスイミングスクールを母体にして発展してきたク

ラブが多い．クラブが会員の対象として狙ったターゲ

ットも，子どもから若い女性，さらには，中高年者へ
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と移ってきた．現在では，多くのクラブは，多様なプ

ログラムを提供したり，運動施設だけでなく，温浴施

設などの付帯施設を充実させ，より快適なクラプライ

フを提供するなどして，会員の穫得・定着を図ってい

る．フィットネスクラブ産業の経営課題として新規顧

客の獲得および顧客の定着化が最大の課題となるとい

う指摘鋤もあり，この問題はすべてのフィットネスク

ラブに共通する重要課題といえよう．

他方，会員サイドからすると，クラブに加入し，活

動を行い，満足が得られれば，継続して会員としての

活動を行うことになるのではないか．クラブがハード

面やソフト面でどのようなサービスを提供してくれる

か,その中身や,そこでのクラブライフの質によって，

クラブの会員を継続するか，退会するかの意思決定が

なされるのではないだろうか．

いずれにしろ，フィットネスクラブは今や一般の人

々にとって，運動やスポーツを行う重要な場となって

いる．会員が継続して活動を行うことは，健康や生活

の質の向上、豊かな生活の実現などとも関係し，社会

的にも意義のあることである．

著者らは，すでに，フィットネスクラブの利用実態

について調査研究を行い3》，会員の一般的な利用状況

を把握している．今回の研究では，フィットネスクラ

ブに共通した課題となっているクラブ会員の定着につ

いて着目することにした．具体的には，クラブの会員

継続に秋極的な意織をもっている人と消極的な意識を
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そう思わない｣，「そう思わない」と回答した者を，ク

ラブ継続に対する消極群とした（表２)．

以下では，この分類に基づいて分析を進める．

もっている人のクラブでの活動状況等を比較すること

により，継続してクラブに所属したいという意織がど

のような要素との関わりの中でもたれているのかを明

らかにすることを目的とした．

表２継続の意思（分析枠）

表３性別

Ⅱ方法

1．調査対象

愛媛県松山市にあるＡスポーツクラブの会員，６２１

名を調査対象とした．

2.調査方法

質問紙による配票調査を実施した．有効回収数は

555,有効回収率は89.4％であった．

Ⅲ結果と考察

1．属性

(1)性別

表３はクラブ継続の意思と性別の関係を示してい

る．秋極群，消極群のいずれにおいても，男性は30％

程度，女性は70％程度となっている．積極群，消極群

の間にほとんど差はみられず，クラブ継続の意思と性

別との間に関連は認められない．

3.調査時期

2004年１０月下旬から11月上旬にかけて調査を実施し

た“

4.分析の視点

会員のクラブ継続の意思を尋ねたところ，表１に示

す結果となった．これからもクラブに通いたいと思う

かという質問に対して，「強くそう思う」と回答した

者は19.3％，「そう思う」と回答した者は62.7％，「ど

ちらともいえない」と回答した者は１４．４％，「どちら

かといえばそう思わない」と回答した者は2.0％，「そ

う思わない」と回答した者は１．６％となっている．

「強くそう思う」および「そう思う」と回答した者

はあわせると82.0％となり，８割以上の者がクラブ会

員としての活動を継続する意思を示している．
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、。Ｓ、

(3)スポーツ歴

、．Ｓ，

(ｘ2検定による．以下同じ）

(2)年齢

クラブ継続の意思と年齢の関係は表４のようにな

る．積極群，消極群のいずれにおいても50代，６０代の

者が多い．中高年者のフィットネスクラブへの加入が

進んでいることを示しているが，クラブ継続の意思と

年齢との間に関連は認められない．

表１継続の意思（これからも通いたいと思うか）

表４年齢 (%）

分析は，クラブの会員継続に積極的な意職をもって

いる人と消極的な意織をもっている人を比較するとい

う手法で進めていく．その際，会員のクラブ継続意思

の強弱による相違をより明確にするために，「そう思

う」と回答した者を除外し，「強くそう思う」と回答

した者を，クラブ継続に対する頼極群とした．これに

対して，「どちらともいえない｣，「どちらかといえば

項目 積極群 消極群 合計

２０代以下

代
代
代
代

０
０
０
０

３
４
５
６

７０代以上

15.9

13.1

11.2

24.3

26.2

９．３

17.2

10.1

19.2

25.3

21.2

７．１

16.5

11.7

15.0

24.8

23.8

８．３

項 目 実数 ％

強くそう思う

そう思う

どちらともいえない

どちらかといえばそう思わない

そう思わない

107

348

8０

１１

９

19.3

６２．７

１４．４

２．０

１．６

項 目 実数 ％

強くそう思う（積極群）

どちらともいえない

どちらかといえば
そう思わない

そう思わない ｝(消極群）
107

1００

51.7

48.3

項目 積極群 消極群 合計

男
女

27.1

72.9

３１．０

６９．０

29.0

71.0



表５学生時代のスポーツ
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表５は学生時代(中学・高校・大学など)のスポーツ

経験を示している．「運動部に入ってやっていた」と

いう者は，積極群では44.0％，消極群では50.0％とな

っている．これに対して，運動部に加入していなかっ

た者は，「運動部には入っていなかったが，スポーツ

は好きだった｣，「どちらかといえば，スポーツは嫌い

だった」を合わせて，積極群では56.0％，消極群では

50.0％となっている．積極群では消極群に比べて，運

動部に加入してスポーツを専門的に行った経験のない

者がやや多くなっているが，クラブ継続意思と学生時

代のスポーツ経験の間に関連は認められなかった．

今回の研究テーマではないが，フィットネスクラブ

がスポーツ経験者に限らず，スポーツ未経験者を取り

込み，活動を展開していることが示されている．

な差異はみられない．クラブの会員は一般的に健康や

体力の保持・増進を目的に入会した者が多いことがわ

かる．

表６スポーツ活動全体に占める割合 (%〉

、．Ｓ、

、．Ｓ，

表７入会目的 M､Ａ、（%）

(3)利用頻度

表８はクラブの利用頻度を示している．このクラブ

では週１回の休業日を設定しているため，週６日の利

用が最多頻度となる．積極群，消極群ともに週３回～

４回の利用が最も多くなっている．禰極群と消極群を

比較すると，週３回以上利用している者は，積極群で

は61.3％，消極群では46.0％となっており，積極群に

高頻度の利用者が多い．積極的に回数多くクラブを利

用することはクラブ継続の意思を高めることにつなが

っているように思われる．クラブの経営という立場に

立てば，会員継続を促進するために，クラブの利用頻

度を高めるような取り組みが求められることになろ

う．

フィットネスクラブの会員継続に関する研究

(%）

表８利用頻度

2.クラブでの活動．

(1)スポーツ活動に占める割合

表６は今回の調査対象となっているスポーツクラプ

での活動が，その人のスポーツ活動全体において，ど

の程度の割合を占めているのかを示している．

このクラブでしかスポーツを行っていない者が多

い．一般の人たちにとってフィットネスクラブは唯一

の運動，スポーツの場となるケースも多く，その存在

意義は大きいといえよう．

積極群と消極群を比較すると，積極群では消極群に

比べて，このクラブでしかスポーツを行っていない者

がやや多い.これに対して消極群では積極群に比べて，

他の場所でも同程度の活動をしていたり，他の場所で

の活動が主となっている者がやや多くなっている．し

かし検定の結果，クラブ継続意思とクラブでのスポー

ツが占める割合との間に関連は認められなかった．

(2)入会目的

クラブへの入会目的を示すと表７のようになる．積

極群，消極群のいずれにおいても，健康の保持・増進

を目的として入会した者が過半数を占めている．これ

に次いで，体力の保持・増進を目的として挙げる者が

多い；消極群において気分転換･ストレス解消を目的

とする者が若干多くなっているが，全体としては大き

(%）

p<0．０１

項目 積極群 消極群 合計

週５～６回

週３～４回

回
回
２
１
週
週

月１～２回・その他

５
８
３
５
９

●
■
■
●
■

７
３
８
８
１

５
２

10.0

36.0

26.0

14.0

14.0

8.7

45.1

27.2

１１．２

７．８

項目 積極群 消極群 合計

運動部に入ってやっていた

運動部には入っていなかったが

スポーツは好きだった

どちらかといえば、
スポーツは嫌いだった

44.0

28.0

28.0

50.0

23.5

26.5

46.8

25.9

27.3

項目 積極群 消極群 合計

健康の保持・増進のため

体力の保持・増進のため

シェイプアップのため

気分転換･ストレス解消のため

リハビリのため

運動技術や能力の向上のため

友人･仲間との交流のため

その他

８
０
２
５
１
４
７
７

①
◆
●
旬
●
。
◆
◆

９
９
５
１
２
８
３
４

５
２
２
２
１

５
３
３
３
１
１
０
０

９
●
●
■
●
●
◆
●

４
１
７
１
７
７
３
３

５
３
２
３

３
１
２
２
７
８
４
９

●
■
●
■
■
●
●
０

７
０
６
６
９
７
３
３

５
３
２
２

項目 積極群 消極群 合計

クラブでしか行っていない

クラブが主であるが、

他の場所で行うこともある

クラブと他の期所ともに

同じくらい行っている

他の場所で行うのが主である

72.9

２０．６

３．７

２．８

62.6

20.2

1１．１

6.1

６８．０

２０．４

７．３

４．４
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(4)過ごす時間

クラブで過ごす時間は表9のようになる．全体的に

は，１時間～１時間半未満，あるいは，１時間未満が

多くなっている．１時間半以上の比較的長い時間をク

ラブで過ごすという者は,積極群では46.2％，消極群

では30.6％となっている．検定の結果ではクラブで過

ごす時間と継続意思の間に関連は認められなかった

が，クラブで長時間過ごす者の方が継続意思が高い傾

向を示している．

先述の利用頻度とあわせて考えると，クラブによく

通い，クラブでゆったりと時間を過ごす者ほど，継続

の意思が高くなることが予測される．

表９過ごす時間

項目

1時間未満

1～１時間半未満

1時間半～２時間未満

２時間以上

積極群

27.4

26.4

24.5

21.7

消極群

30.6

38.8

14.3

16.3

(%）

合計

28.9

32.4

19.6

19.1

ｎ．ｓｏ

(5)プログラムへの参加

表１０はクラブで提供されている各種プログラムへの

参加状況を示している.このクラブではエアロビクス，

グループエクササイズ，アクアエクササイズ，スイム

レッスンなどの各種プログラムが，一週間に１００本以

上提供されている，

これらのプログラムへの参加状況をみると，プログ

ラムによく参加している者は，積極群では35.5％，消

極群では28.3％となっており,積極群の方がやや多い．

これに対して参加していない者は,積極群では40.2％，

消極群では46.5％となっており，消極群の方がやや多

い．検定ではプログラムへの参加と継続意思の間に関

連は認められなかったが，積極群の方にプログラムへ

の参加頻度が高い者が多い傾向にあることから考え

て，プログラムへの参加はクラブ継続意思を高める可

能性があるといえよう．

表１０プログラムへの参加

項目

よく参加している

時々参加している

参加していない

積極群

３５．５

２４．３

４０．２

消極群

28.3

25.3

46.5

側

合計

32.0

24.8

43.2

、．Ｓ、

(6>他の会員との交流

クラプライフの質を左右する要素の一つに，クラブ

における人間関係があげられる．表１１および表１２はク

ラブでの人間関係のうち,他の会員との関係を示して

いる．「世間話程度の交流がある人がいる」に対する

回答を示したものが表11である．「はい」と回答した

者は積極群では70％を超えている．これに対して消極

群では60％程度となっている．積極群の方が「世間話

程度の交流がある人がいる」という者が多くなってい

るが，検定の結果では，世間話程度の交流の有無と継

続意思との間に有意な関連は認められなかった．

次に，表12に示した「親しく話をする人がいる」に

対する回答をみると，「世間話程度の交流がある人が

いる」に対する回答と同様に，稲極群が消極群に比べ

て「はい」と回答した者が多くなっている．しかし検

定では，親しく話をする人の有無とクラブ継続意思の

間に関連は認められなかった．

以上のように，他の会員との交流状況では，継続意

思との明確な関連性は指摘できないが，会員継続に積

極的な者では他の会員との交流が行われている傾向に

あることがうかがえる．

表lｌ他の会員との交流

一世間話程度の交流がある人がいる－

項目

はい

いいえ

表ｌ２他の会員との交流

－親しく話をする人がいる－

項目

はい

いいえ

積極群

72.1

27.9

積極群

59.6

40.4

消極群

60.2

39.8

消極群

51.0

49.0

(%）

合計

66.3

33.7

、０ｓ。

(%）

合計

55.4

44.6

、．Ｓ、

(7)クラブスタッフとの交流

表13および表14はクラプライフを支える人間関係の

うち，クラプスタッフとの関係を示している．

「世間話程度の交流がある人がいる」に対する回答

をみると，「はい」と回答した者は積極群では62.5％

を占め，消極群の44.9％を上回っている．会員継続に

積極的な意思をもっている者ではクラプスタッフと気

軽に世間話をするなど交流をしている者が多いこと

がわかる．

次に，「親しく話をする人がいる」に対する回答を

みると，「はい」と回答した者は消極群では23.5％で

あるのに対して，積極群では38.5％を占め，４割近く

に及んでいる．世間話程度の交流と同様に，親しく話

をするという交流においても，積極群の方がよく交流
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しているという状況となっている．

クラブスタッフとの交流については，世間話をした

り，親しく話をするなど，親密な人間関係を結んでい

ることが会員継続に対する積極的な意思につながって

いくものと思われる．クラブ側からすると，いかにし

て，会員との親密な人間関係をつくりだし，会員の継

続意思を高めていくかということが重要な課題になる

といえよう．

会員の継続意思を高めることになると考えられる．

3.クラブ評価

(1)得られた効果

クラブそのものの評価ではないが，クラブでの活動

を通して会員がどのような効果が得られたとしている

か，その評価の状況を表16に示した．

積極群，消極群のいずれにおいても，ストレスの解

消になったという者が最も多くなっている．表７の入

会目的においては健康の保持・増進をあげる者が最も

多く57.3％を占め，気分転換・ストレス解消をあげる

者は26.2％であったことを考えると，実際に活動する

ことによって入会当初にはそれほど目的としていなか

った，ストレス解消の効果を実感するに至ったという

ことであろう．積極群と消極群を比較すると，積極群

において体力向上の効果を指摘する者が多くなってい

るが，それ以外では特に目立った相違はみられない．

表１３スタッフとの交流

一世間話程度の交流がある人がいる一 (%）

M､Ａ・（%）

p<0．０５

表１４スタッフとの交流

－親しく話をする人がいる－

ｐ<0．００１
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表ｌ６得られた効果

(%）

ｐ<0．０５

(8)居心地

会員はクラブでの運動実施を主たる目的としてやっ

てくるが，その前後に他の会員やクラプスタッフと会

話をしたり,休息をとるなどして時間を過ごしている．

表15は，そのような運動をする時間以外のクラブで

の居心地について尋ねた結果を示している．居心地が

「よい」と回答した者は，積極群においては，ほぼ半

数となる49.5％を占めている．これに対して消極群で

は居心地が「よい」と回答した者は21.9％にとどまっ

ている．また，消極群では「どちらともいえない｣，

あるいは，「どちらかといえばよくない｣，「よくない」

という者が多く，居心地に対する評価が低い．

このように，会員継続に対して稲極的な意思をもっ

ている者では，クラブの居心地がよいという評価をく

だしている者が多い．運動場面だけでなく，クラブで

過ごすすべての時間が居心地のよいものであることが

(2)施設評価

今回の調査対象クラブは1976年にスイミングクラブ

として開業している．その後,他の多くの民間フィッ

トネスクラブがそうであったように，エアロビクスス

タジオとトレーニングジムを加え，いわゆる「フィッ

トネスの３種の神器」を整え'〕，事業を展開してきた．

しかし，近年開業している大規模店に比べると施設的

にはあまり恵まれている方ではない．これまで近隣に

同種のクラブがなかったこともあり，地域に根付いた

クラブとして会員を集めてきたという状況である．

クラブの場所（通いやすさ）という立地条件につい

て尋ねると表17に示すような結果となった．積極群で

は「満足である」という者が77.9％を占めている．「や

や満足である」という者を合わせると，９３．３％の者が

ほぼ満足していることになる．消極群でも「満足であ

る」という者は62.2％，「やや満足である」という者

を合わせると，８０．６％の者がほぼ満足しており，場所

については多くの会員が満足していることがわかる．

表１５居心地

項目 積極群 消極群 合計

はい

いいえ

６２．５

３７．５

44.9

55.1

54.0

46.0

項目 積極群 消極群 合計

ストレス解消になった

健康状態がよくなった

友人が増えた

体力が向上した

シェイプアップになった

運動技術や能力が向上した

リハビリの効果があった

その他

１
５
８
２
８
１
３
８

■
■
■
■
●
●
■
■

１
５
７
６
７
３
９
２

４
３
１
２
１
１

０
０
０
０
０
０
０
０

■
■
印
■
■
●
■
■

０
４
３
３
５
６
３
７

４
３
２
１
１

６
８
３
８
４
７
３
８

■
●
◆
。
■
Ｃ
Ｏ
①

０
４
０
９
６
９
６
４

４
３
２
１
１

項目 積極群 消極群 合計

よい

どちらかといえばよい

どちらともいえない

どちらかといえばよくない

。よくない

49.5

35.2

14.3

１．０

21.9

33.3

38.5

６．３

36.3

34.3

25.9

3.5

項目 積極群 消極群 合計

はい

いいえ

38.5

６１．５

23.5

76.5

31.2

68.8
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積極群と消極群を比較すると，積極群の方に「満足で

ある」という者が多く，消極群では「どちらともいえ

ない」という，肯定的な評価を下さない者が多くなっ

ている．このことから考えて，通いやすいという立地

条件への満足は会員継続の意思に関係しているものと

思われる．

表２０マシンジム (%）

偶）

p<0．０５

表１７場所（通いやすさ） (%）

、｡Ｓ、

(3)スタッフ評価

スタッフに関する評価については，接客態度，専門

知織，指導方法，親しみやすさについて，その結果を

表21から表24に示した．

スタッフに関する評価は，全般的に高い．「満足で

ある｣，および，「やや満足である」という者を合わせ

ると，接客態度では91.1％，専門知織では72.4％，指

導方法では73.6％，親しみやすさでは85.4％を占めて

おり，スタッフに関する満足度が高いことがうかがえ

る．特に積極群では，スタッフの接客態度，および，

親しみやすさについては，それぞれ，９７．１％，９３．３％

の者が，「満足である｣，あるいは，「やや満足である」

と回答しており，満足度が極めて高い．

稲極群と消極群を比較すると,接客態度,専門知識，

指導方法，親しみやすさのいずれにおいても，種極群

の方が満足している者の割合がかなり高くなってい

る．このようなスタッフへの満足度は会員継続の意思

を高めることにつながっているものと思われるざ

クラブの経営的見地に立てば，専門知識，指導方法

を身につけたスタッフ，また,すべての会員に対して，

接客態度のしっかりした’親しみのもてるスタッフを

獲得・養成していくことが極めて重要となる．

p<0．０５

次に,主とした活動場所となる，プール,スタジオ，

マシンジムについての評価を表18から表20に示す．

全般的に施設に対する評価はあまり高くない．施設

の老朽化，後で設置したスタジオ，マシンジムの広さ

の問題等がこの評価につながっているものと思われ

る．

表18のプール，および，表20のマシンジムでは稲極

群に「満足である」と回答している者が多く，評価の

低い，「どちらともいえない｣，「やや不満である｣，「不

満である」という者は消極群で多くなっている．この

ように，会員継続に積極的な者ではプールやマシンジ

ムといった施設に対する評価の高い者が多い．表１９の

スタジオについては，検定では評価と継続意思の間に

関連は認められなかったが，プールやマシンジムと同

様な傾向を示している．

表１８プール

藤原・堺

表２１スタッフの接客態度

表１９スタジオ

p<0．０１

p<0．０５ ｐ<0.001

表２２スタッフの専門知餓 (%）(%）

項目 稲極群 消極群 合計

滴足である

やや満足である

どちらともいえない

やや不満である・不満である

19.6

24.7

52.6

３．１

7.6

14.1

75.0

３．３

13.8

19.6

63.5

３．２

項目 積極群 消極群 合計

滴足である

やや満足である

どちらともいえない

やや不満である。不満である

77.9

15.4

４．８

１．９

６２．２

１８．４

１６．３

３．１

70.3

16.8

10.4

２．５

項目 積極群 消極群 合計

滴足である

やや満足である

どちらともいえない

やや不満である・不潤である

53.5

26.7

18.8

１．０

30.5

33.7

34.7

１．１

42.3

30.1

26.5

１．０

項目 稲極群 消極群 合計

満足である

やや満足である

どちらともいえない

やや不満である・不満である

10.5

24.2

62.1

3.2

7.7

12.1

72.5

７．７

９．１

１８．３

６７．２

５.勤

項目， 積極群 消極群 合計

満足である

やや渦足である

どちらともいえない

やや不満である。不満である

79.0

18.1

１．９

１．０

55.7

28.9

15.5

０．０

67.8

23.3

８．４

０．５

項目 積極群 消極群 合計

満足である

やや満足である

どちらともいえない

やや不満である。不満である

７
８
６
０

■
■
■
■

０
４
０
４

３
２
４

12.1

25.3

57.1

５．５

21.9

25.0

48.4

４．７
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表２３スタッフの指導方法

項目

満足である

やや満足である

どちらともいえない

やや不満である。不満である

表２４スタッフの親しみやすさ

項目

満足である

やや満足である

どちらともいえない

やや不満である・不満である

積極群

61.8

19.6

17.6

１．０

積極群

75.0

18.3

５．８

１．０

消極群

30.5

34.7

33.7

１．１

消極群

35.8

41.1

23.2

０．０

(%）

合計

46.7

26.9

25.4

１．０

p<0．００１

(%）

合計

56.3

29.1

14.1

0.5

p<0.001

(4)プログラム評価

クラブで実施されているプログラムについて，その

種類，および，実施時間帯に対する評価を表25,表２６

に示した．

表25のプログラムの種類についてみると，「満足で

ある｣，および，「やや満足である」という者を合わせ

ると，積極群では61.1％，消極群では36.6％となって

いる．積極群の方にプログラムの種類に満足している

者が多くなっている.消極群に「どちらともいえない」

という者が多くなっているのは，既述のように，讃極

群に比べてプログラムに参加している者がやや少な

く，プログラムに関心をもっていない者が多いことを

暗示しているように思われる．魅力あるプログラムを

提供し，多くの会員の参加意欲を高め，プログラムへ

の参加を促進することが会員継続の意思を高めること

につながるのではないだろうか．

次に，表26のプログラムの時間帯についてみると，

「満足である｣，および，「やや満足である」という者

を合わせると，積極群では52.2％，消極群では36.7％

となっている．プログラムの種類の評価と同様に積極

群の方に満足している者が多い傾向を示しているが，

検定の結果では，プログラムの時間帯への満足と会員

継続に対する意思の間には関連は認められなかった．

表２５プログラムの種類

項目

満足である

やや満足である

どちらともいえない

やや不澗である・不潤である

積極群

24.4

36.7

37.8

１．１

消極群

１４．４

２２．２

６１．１

２．２

(%）

合計

19.4

29.4

49.4

１．７

p<0．０５

表２６プログラムの時間帯

項目

満足である

やや澗足である

どちらともいえない

やや不満である．不満である

積極群

24.4

27.8

45.6

２．２

消極群

11.1

25.6

60.0

３．３

(%）

合計

17.8

26.7

52.8

２．８

、．Ｓ、

(5)人間関係・居心地評価

クラブでの人間関係について,その評価状況を表27,

および，表28に示した．

スタッフとの人間関係を示した表27では，「満足で

ある」と回答した者は，積極群では過半数の61.4％を

占めているのに対して，消極群では24.2％にとどまっ

ている．消極群では，「どちらともいえない」と回答

した者が最も多く46.3％を占めており，積極群に比較

して評価が低い．表21,表24に示したスタッフの接客

態度や親しみやすさについての評価において§積極群

の方が評価が高く，また，表13,表１４に示したように

スタッフとの交流も積極群の方がよくしていることを

考えると，スタッフに対して好印象をもち，親しく話

をするなど，スタッフとの人間関係が親密な者ほど会

員継続に対して積極的な意思をもっているといえよ

う．このように，クラブにとってスタッフの対人的資

質・能力は経営的見地から考えて極めて重要な事項と

なるように思われる．

表２７スタッフとの人間関係

項目

満足である

やや満足である

どちらともいえない

やや不潤である。不満である

積極群

61.4

22.8

14.9

１．０

消極群

24.2

28.4

46.3

１．１

(%）

合計

43.4

25.5

30.1

１．０

p<0．００１

次に，表28の会員同士の人間関係についての評価を

みると，スタッフとの人間関係の評価と同様な状況を

示している．「満足である」と回答した者は積極群で

は約半数の49.5％を占めているのに対して，消極群で

は22.1％にとどまり，「どちらともいえない」と回答

した者は消極群において約半数の51.6％を占めてい

る．表１１，表12に示したように，他の会員との交流に

おいて，積極群の方がやや交流が密である傾向がみら

れたことを考えると，他の会員と交流をして，人間関

係に満足している者では，クラブ継続の意思が高まる

のではないかと思われる．
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表２８会員同士の人間関係 とが示されているといえよう．(%）

Ⅳ結語

表３０総合的満足度 (%）

本研究では，会員継続に積極的な意思をもつ者と消

極的な意思をもつ者のクラブでの活動状況等を比較す

ることにより，会員を継続したいという意思がどのよ

うな要素との関わりの中でもたれているのかを検討し

てきた．その結果の概要は以下のようになる．

クラブの会員は，学生時代に運動部に加入してスポ

ーツを経験した者に限らず，スポーツの未経験者も多

い．会員継続の意思は，このような学生時代のスポー

ツ経験や性別や年齢などの属性とは関係なくもたれて

いる．このことから考えて，会員継続の意思は，会員

になった後のクラブでの活動や，その活動を通しても

たれたクラブに対する意識，評価などによって形成さ

れるものと思われる．

クラブでの活動状況については，会員継続に積極的

な意思をもっている者は，クラブの利用頻度が高く，

クラブで過ごす時間が比較的長い傾向がみられた．ま

た，プログラムへの参加においても，会員継続に積極

的な意思をもっている者の方が，若干，参加率が高く

なっていた．クラブをよく利用するほど，会員継続に

積極的な意思をもつことになるのではないだろうか．

また，クラブでの人間関係では，他の会員との交流

に加え，特に，クラプスタッフとの交流をよくしてい

る者ほど，会員継続に積極的な意思をもっていること

が明らかになった.さらに，会員継続に積極的な意思

をもっている者は，運動をする時間以外のクラブでの

居心地がよいとする者が多く，クラブでの良好な人間

関係、居心地の良さが会員継続の意思を高めることに

つながっているものと思われる．

クラブに対する意識，評価については，会員にとっ

てクラブが通いやすい場所にあり，立地条件に満足し

ていること，スポーツ・運動施設に満足していること

が,会員継続の意思に関係していることがうかがえた．

そして，さらに，スタッフの接客態度，専門知職，指

導方法，親しみやすさなど，スタッフの資質・能力に

満足していることが会員継続の意思を高めていること

藤原・堺

さらに，クラブの居心地についての評価は表29のよ

うになる．クラブの居心地について「満足である」と

回答した者は，積極群では60.4％を占めており，消極

群の22.1％を大きく上回っている．積極群の方がクラ

ブの居心地に満足している者が多い．前述したように

積極群の方が，スタッフや他の会員との人間関係に満

足していることを考えると，クラブでの良好な人間関

係が居心地の良さにつながっているように思われる・

このようなクラブでの居心地の良さ，満足感が会員継

続に対する積極的な意思を形成しているものと思われ

る．

p<０．００１

ｐ<0．００１

表２９クラブの居心地 (%）

(6)総合的満足度

表30はクラブに対する総合的な満足度を示してい

る．この総合的な満足度は，クラブの活動を通して得

られた効果，クラブの施設やスタッフ，実施されてい

るプログラム，スタッフや他の会員との人間関係，ク

ラブでの居心地など，様々な要素を総合しての評価と

いえよう．

総合的な満足度において,積極群では｢満足である」

と回答した者が過半数の62.3％を占めている．この比

率は，消極群において「満足である」と回答した者の

比率である26.0％を大きく上回っている．また，積極

群においては，「満足である」と回答した者と「やや

満足である」と回答した者を合わせると99.1％に及び，

ほとんどの者が満足していることになる．これに対し

て，消極群では「どちらともいえない」と回答した者

が26.0％を占めている．

以上のように，会員継続に積極的な意思をもってい

る者では総合的な満足度が高い者が多くなっている．

クラブに満足することが会員継続の意思につながるこ
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